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特集：

「知の還元」の実現に向けて
－研究成果の社会還元を促す「大学発ベンチャー」の作り方―



2 No.1349   2006. 12. 13



3No.1349   2006. 12. 13



4 No.1349   2006. 12. 13



5No.1349   2006. 12. 13

平成18年度（後期）東京大学学術研
究活動等奨励事業（国外）の採択決
まる

学生部

本学大学院学生の国外における研究活動の活性化を図
るため、平成16年度後期より実施された「東京大学学術
研究活動等奨励事業（国外）」に関して、10月30日の東
京大学学生生活委員会奨学部会において、平成18年度後
期（平成18年12月～平成19年５月出発）応募者の審査が
行われ、54件の実施計画が採択された。応募者は101名
であった。なお、研究科別の応募及び採択状況は以下の
とおりである。

11月１日（水）と11月15日（水）の２回に分かれ、経
済学部の学生合計85名が施設部保全課環境整備チームの
実習という形で、本郷キャンパスの清掃やゴミの分別を
行った。本実習は経済学部講義「障害学」（担当：長瀬
修特任助教授）の一環として実施された。環境整備チー
ムは今年の４月に発足し、知的障害のあるスタッフ10名
がコーディネーターと共に本郷キャンパスの清掃を担っ
ている。

参加した学生は、大量の落ち葉を集める苦労や、さま
ざまなゴミの分別作業の大変さを実感した。コメントの

研究科名 応募者数 採用者数 主な渡航先

人文社会系研究科 16 ６ ロンドン、サラソタ、

パリ、城南、メンフ

ィス

教育学研究科 ４ ３ 北京、ケルン、ウラ

ンバートル

経済学研究科 １ １ 広州

総合文化研究科 22 ７ シカゴ、フロリアノ

ポリス、台北、キー

ストーン、北京、パ

リ、ロスアンゼルス

理学系研究科 13 ６ ポツダム、サンディ

エゴ、シカゴ、ニュ

ーヨーク、バンコク、

ニューストン

工学系研究科 ７ ７ エジンバラ、ペンシ

ルベニア、デトロイ

ト、ハイデルベルク、

サンフランシスコ、

ソウル、オハイオ

経済学部学生が施設部保全課環境整
備チームの清掃実習に参加

バリアフリー支援室

農学生命科学研究科 10 ５ ロマワイ、アリゾナ、

セレンゲディ、ブン

タカナ、天津

医学系研究科 ９ ６ キガリ、サンフラン

シスコ、台北、ビエ

ンチャン、オーラン

ド、ナワルパラシ

薬学系研究科 １ １ フィラデルフィア

数理科学研究科 １ １ ナッシュビル

新領域創成科学研究科 12 ６ ハワイ、フィラデル

フィア、アンタルヤ、

マカッスル、サンタ

フェ、ローマ

情報理工学系研究科 ２ ２ ニューオリンズ

学際情報学府 ２ ２ ボストン、ワシント

ンＤＣ

公共政策学教育部 １ １ デリー

合計 101 54
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一部を以下、紹介する。

「たった３時間足らずの実習でしたが、汗もけっこう
かいて、もしこれが真夏や真冬の作業なら、その大変さ
はとんでもないと思えました」
「スタッフの方々が本当にプロフェッショナルなんだ

なということを強く感じた」
「世間の一部の注目は別としても、意外に学生にはこ

のような活動〔東大の知的障害者雇用〕は知られていな
いのではないかという事です」
「学校で環境整備チームの方々に会ったら、きちんと

挨拶をして、声をかけようと思うのです」
「ゴミの分別作業に携わらせてもらいましたが、分別

することがこれほど困難なことだとは思っていなかった
ので、分別の大切さを改めて認識しました」

キャリアサポート室では11月５日（日）、６日（月）
の両日、本郷キャンパス内御殿下ジムナジアムにおいて、
キャリアキックオフセミナーを開催した。これは学生団
体である経済学部学生経友会との初の共催になる企画
で、有名企業や官庁に勤める卒業生を招き、それぞれの
業界や業務についての説明を受けながら、働くというこ
とについて考える場を学生に提供することを目指すもの
で、みずからのキャリア形成なり、就職活動なりについ
て、学生ひとりひとりにとってのきっかけになることを
期待して、『キックオフ』セミナーと名づけられた。
「働くを“知る”“考える”」をメインテーマに、各ブ

ースでは企業・官庁に勤めるＯＢ・ＯＧによる説明や質
疑応答が、それと同時進行のＯＢＯＧコーナーでは互い
に業界を異にする卒業生数名を学生が囲むかたちでの懇
談が繰り広げられた。
両日で延べ70社が参加、1,600人を超える学生が来場、

特に平日開催となった２日目の６日は、来場者が予想を
はるかに上回る1,000人近くにまでのぼり、あらためて
学生の意識の高さが窺われる盛況であった。

東京大学地球観測データ統融合連携研究機構（EDI-

TORIA）は、工学系研究科　小池俊雄教授を機構長と
し、総長室総括委員会の下に、今年４月に発足しました。
連携研究機構としては本学において、小宮山総長率いる
サステナビリティ学連携研究機構に次ぐ二番目の連携組
織となります。この組織の主要プロジェクトである、国
家基幹技術「データ統合・解析システム」が、文部科学
省からの委託研究費として採択され、EDITORIAがそ
の中核として全面的に支援をすることとなりました。

国家基幹技術「データ統合・解析システム」は、本学
の６部局（生産技術研究所、気候システム研究センター、
空間情報研究センター、海洋研究所、農学生命科学研究
科、および工学系研究科）をはじめ、学外の連携組織と
して、（独）海洋研究開発機構（JAMSTEC）および、
（独）宇宙航空研究開発機構（JAXA）、慶応大学、京都
大学、（独）農業環境技術研究所、（独）農業・食品産業
技術総合研究機構が参画している非常に大規模なプロジ
ェクトです。
本プロジェクトでは、地球規模観測や各地域における

観測で得られたデータを収集、永続的な蓄積・統合・解
析をし、さらには社会経済情報などとの融合を行い、世
界の環境問題や自然災害などの脅威に対する危機管理に
有益な情報へと変換して、国内外に提供することにより、
わが国の総合的な安全保障や国民の安全・安心の実現に
資することを目的としています。また、当該科学技術分
野におけるわが国の国際的主導性を発揮して、包括的で
調整された持続的な地球システムの観測を達成すること
を目的とする『複数のシステムからなる全球地球観測シ
ステム（GEOSS）』の構築を先導するものです。

11月14日（火）本学医学部総合中央館大会議室におい
て、「データ統合・解析システム」のキックオフ会議が、
EDITORIA主催で行われました。

ブースにて

EDITORIA始動　－国家基幹技術「デ
ータ統合・解析システム」キックオ
フ会議開催される－

地球観測データ統融合連携研究機構

“キャリアキックオフセミナー”開催
される

学生部

小池俊雄　地球観測データ統融合連携研究機構　機構長
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会議の冒頭では、文部科学省研究開発局海洋地球課地
球・環境科学技術推進室長 坂本修一氏から本プロジェ
クトに対する政策的位置づけの説明があり、社会的期待
は非常に大きいものがあるとして、激励のご挨拶をいた
だきました。
その後、第一部として、「地球観測データの科学的・

社会的に有用な情報への変換」に係わる12研究課題、第
二部として、「開発・実証するシステムの機能、および
対象とするデータ」に係る３研究課題の研究計画と進捗
が紹介されました。また、第三部の「総合討論」では小
池機構長より、温暖化・気候変動、水循環、生態系の３
分野間の連携に加えシステム側との連携が不可欠であ
り、データ統融合の成功事例を早く生み出すことが重要
であることが強調されました。

今年10月に業務を開始したばかりの新しいプロジェク
トですが、すでに今年度中の成果創出を目指して、各分
野の研究者が相互に鋭意努力していることが確認され、
本キックオフ会議は、プロジェクトの成功に向け大きな
第一歩となりました。
なお、本会議の状況は、EDITORIAのHPに掲載予定

です。次のURLをご参照ください。
http://www.editoria.u-tokyo.ac.jp

（12/15より正式オープンいたしますが、随時コンテ
ンツ更新中です。）

恒例の運動会行事「総長杯争奪水上運動会」が、11月
18日（土）に埼玉県の戸田オリンピックボートコースで
開催されました。本大会は、本学関係者によるボートレ
ース大会で、競技経験に関わりなく誰でも楽しめるスポ
ーツイベントとして、またボートレースを体験する数少
ない機会として好評を博しています。今年度も学生・教
職員ら総勢157名が参加し、天候にも恵まれ大いに盛り
上がりました。
レースは「ナックルフォア」と呼ばれる４人漕ぎの艇

を用い、250ｍレース２回の合計タイムを競います。艇
に乗る「クルー」は、参加者が４人チームで漕ぎ手とな
り、各チームに漕艇部員がコックス（舵取り）として加
わって大会を通じて丁寧に指導します。競技ボートは公
園ボートと違って脚を主体に体全体を使って漕ぐもの
で、多くの参加者にとっては経験のない動きですが、す
ぐに上達してどこも迫力あるレース展開を見せました。

メインレースのレガッタの部のほか、陸上でもエルゴ
メーターというボートのトレーニングマシンを用いたチ
ームリレー等が行われ、会場には始終歓声が絶えません
でした。昼食時に振舞われた野菜スープも好評で、レー
ス後には会場の東京大学戸田橋艇庫にて懇親会が開かれ
ました。

第53回大会のレガッタの部は、昨年度２位の「チーム
宮下」が悲願の優勝を遂げました。また、今回は留学生
２チームがそれぞれレガッタの部２位とエルゴの部団体
優勝と、大活躍をみせました。

大会全体の結果は以下の通りです。

レガッタレース風景

キックオフ会議での風景

第53回総長杯争奪水上運動会
開催される

学生部
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本学は障害者雇用を積極的に推進している。その中で
も知的障害者の雇用に関しては、昨年来、世田谷区立知
的障害者就労支援センターすきっぷの協力を得て取り組
んでおり、現在、経済学研究科が２名、施設部保全課環
境整備チームが５名、それぞれ世田谷区民である知的障
害者を雇用している。
そうした実績が評価され、本学へ世田谷区障害者雇用

促進協議会及び世田谷区から表彰状が、11月21日（火）
16時半から世田谷区文化情報センター４階にて授与され
た。
世田谷区障害者雇用促進協議会は、地域の商工団体、

養護学校、ハローワーク、就労支援施設等、障害者の一
般就労に係わる関係機関、団体等が構成し、地域におけ
る障害者雇用の促進に取り組んでいる。
今回表彰された事業所は、授産活動については20事業

所、雇用支援については13事業所であった。本学を代表
して、清水政美施設部保全課長が授与を受けた。これを
励みに、さらなる障害者雇用推進に向けて望んでゆきた
い。

エルゴメーター記録会

感謝状を受けとる清水施設部保全課長

世田谷区障害者雇用促進協議会から
東京大学へ感謝状が贈呈される

施設部

大会結果

【レガッタの部】 <東京大学総長杯>

順位 チーム名 合計タイム 修正
修正後

タイム

優勝 チーム宮下 2分36秒91 ＋12秒 2分48秒91

２ Das Boot 2分51秒18 ＋６秒 2分57秒55

３ 大澤組 3分01秒52 なし 3分01秒52

４ チーム大倉 3分04秒71 なし 3分04秒71

５ マテ工BC 3分07秒09 なし 3分07秒09

６ ゴローと愉快
3分15秒54 －６秒 3分09秒54

な仲間たち

７ 全力 2分58秒27 ＋12秒 3分10秒27

８ エースダキョン
3分10秒62 ±0秒 3分10秒62

テッシューコ

※250ｍのタイムトライアル２回の合計
※順位決定の際、経験者は一人につき＋６秒、
女性は一人につき－３秒で計算されます

【エルゴの部（団体）】

順位 チーム名 タイム

優勝 The Dragonflies 2分31秒60

２ チーム宮下 2分46秒60

３ 学生部本部チーム 2分47秒60

※４人チームで男子200ｍ、女子150ｍのチームリレー

【エルゴの部（個人）】

順位 名前　（チーム名） 距離

優勝 大田隼一郎（チーム腹切り） 164ｍ

２ 高橋晋也（一誠ユース） 160ｍ

３ 鈴木拓野（全力） 158ｍ

※各チームから代表者１名が、30秒間の進行距離を競います



平成18年度の東京大学教職員永年勤続者表彰式が、11

月22日（水）午前10時から、本部棟12階大会議室におい
て、小宮山総長、濱田理事、上杉理事、関係部局長及び
関係事務（部）長等の列席のもと行われた。
表彰式では、被表彰者75名を代表して、医学部附属病

院  落合眞紀子さんに表彰状の授与並びに記念品が贈呈

された。総長から挨拶の後、被表彰者を代表して、医科

学研究所総務課長 糸井和昭さんより謝辞が述べられた。

なお、本年度表彰された方々は次のとおりである。

総務部 内　淳　一
松　下　彰　良

人事部 出　澤　　　忠
財務部 熊　澤　鉄　也

須　藤　桂太郎
水　野　　　伸

施設部 稲　葉　昭　英
加　藤　耕　士

学生部　　 齋　藤　尚　巳
佐々木　　　博
西　澤　章　公
橋　爪　　　巌

研究協力部 小　杉　真　人
附属図書館 栃　谷　泰　文
情報基盤センター 井　爪　健　雄
大学院医学系研究科・医学部 堀　越　文　夫
医学部附属病院 石　垣　真理子

石　原　正　子
大　森　きよみ
落　合　眞紀子
金　子　伸　行
工　藤　由美子
佐　藤　孝　夫
繁　田　則　子
下　坂　浩　則
鈴　木　浩　之
泉　田　栄　子
a 崎　雅　子
本　山　けさみ
和　田　敏　雄

大学院工学系研究科・工学部 岩　田　悌　次
内　田　利　之
木　村　美津子
竹　元　龍　太
樽　谷　茂　徳
府　川　和　弘
山　口　智　之

大学院人文社会系研究科・文学部 和　田　洋　一
大学院理学系研究科・理学部 石　川　　　隆

大　山　文　明
仲　　　吉　司
服　部　　　斎
吉　田　英　人

大学院農学生命科学研究科・農学部 五十嵐　勇　治
入　江　　　猛
笠　原　久　臣
齋　藤　俊　浩
鈴　木　祐　紀
田　山　勝　則
福　士　憲　司
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小宮山総長から表彰状と記念品を受ける落合眞紀子さん

小宮山総長に謝辞を述べる糸井和昭さん

東京大学教職員永年勤続者表彰式
行われる

人事部
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東京大学生命科学研究ネットワー
ク・シンポジウム
―東京大学生命科学の未来を拓く―

研究協力部
山　崎　克　巳
吉　井　初　巳

大学院経済学研究科・経済学部 岩　下　　　悟
小　松　陽　一

大学院総合文化研究科・教養学部 圷　　　陽　子
石　川　ゆう子
篠　田　正　人
三　浦　圭　子

大学院教育学研究科・教育学部 井　上　享　子
福　島　昌　子

大学院情報学環・学際情報学府 福　田　幸　雄
医科学研究所 糸　井　和　昭
地震研究所 剱　持　保　行
生産技術研究所 片　倉　　　智

高　野　早　苗
宮　澤　紀　美

分子細胞生物学研究所 新　井　千恵子
海洋研究所 濱　田　すみ子
先端科学技術研究センター 菊　池　信　治
宇宙線研究所 篠　原　昌　延
物性研究所 柄　木　良　友

小　池　正　義
野　澤　清　和

柏地区事務部 常　行　晴　美
山　本　哲　也

以上75名

11月25日（土）午前９時半から安田講堂及び工学部２
号館において、生命科学研究ネットワーク主催による第
１回シンポジウム「東京大学生命科学の未来を拓く」が
開催され、シンポジウム全体の参加者は、本学の大学院
学生を中心に、教職員及び一般の聴講者等、合わせて約
1,060名にのぼり、盛況のうちに無事終了しました。

シンポジウムは、安田講堂を使用した講演の部、安田
講堂及び工学部２号館を使用したポスターセッションの
部から構成されました。
講演の部では、廣川信隆ネットワーク長（医学系研究

科長）の開会挨拶を皮切りに、「サーカディアンリズム
を司る体内時計への挑戦」と題した理学系研究科・深田
吉孝教授からの講演、「完全長cDNAから垣間見る新し
いゲノム像」と題した新領域創成科学研究科・菅野純夫
教授からの講演、「細胞内シグナル伝達研究から医療へ」
と題した医科学研究所・井上純一郎教授からの講演と続
き、それぞれ活発な質疑応答があり午前の部を終えまし
た。
およそ３時間のポスターセッションの時間帯を挟み、

15時過ぎから、小宮山宏総長の挨拶に続き、「モーター
分子群、キネシンスーパーファミリー蛋白、KIFｓ：細
胞内物質輸送から脳の発生及び記憶、学習の制御、そし
て体の左右非対称性の決定まで」と題した廣川信隆医学
系研究科長からの講演、「人工細胞膜ポリマーの創製と
バイオ機能」と題した工学系研究科・石原一彦教授から
の講演、「マイクロ流体デバイス－新しい生命科学のツ
ールとして－」と題した生産技術研究所・藤井輝夫助教
授からの講演が行われ、生命科学の最先端の講演に受講
者も熱心に聞き入っていました。講演の最後には門脇孝
実行委員長（医学系研究科教授）の閉会挨拶で講演の部
は終了となりました。

小宮山総長挨拶（安田講堂）
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喫煙対策ワーキンググループ（WG）
の発足と「喫煙意見箱」の設置

環境安全本部

ポスターセッションの部では、博士学生を含む若手研
究者を中心に308題にのぼる演題登録があり、安田講堂
回廊、同４階ロビー、工学部２号館フォーラム、同展示
室の４会場で発表を行ないました。今回のポスターセッ
ションでは、研究科ごとではなく生命科学の研究分野ご
とに展示したことで、類似した研究分野を持つ研究者の
ポスターが集合することになり、部局を越えた交流が可
能となりました。それにより、活発な議論が繰り広げら
れ、本シンポジウムの主な目的の１つである学内におけ
る生命科学研究者間のコラボレーションとコミュニケー
ションが大いに図られた３時間になりました。
また、総長は、ネットワーク長、実行委員長の案内で

ポスターセッション会場を熱心に回られ、その後の挨拶
の際にも「学内行事としては、これだけの規模のポスタ
ー発表は目にした事がなく、おそらく初めてのケースと
思われ、若手の研究者がポスターを前に熱く議論する姿
に感銘を受けた」との挨拶がありました。

最後に、18時過ぎからは、ポスターセッション各会場
においてポスター発表者を中心とした懇親会が開催さ
れ、学内関係者約300名が参加し、盛況のうちにシンポ
ジウムは終了しました。

WHOの「たばこ規制枠組み条約」や「健康増進法」
第25条においては、受動喫煙防止が規定されています。
本学の現状の喫煙対策をみると、一部の部局では規則を
作成していますが、多くの部局では規則を作成しておら
ず、自主的な分煙対策にとどまっているようです。本
WGでは、本学として学内の喫煙問題にどのように対応
するのかを、将来のあるべき姿を考えた上で検討するこ
ととしています。そのためにも専門家のご意見及び学
生・教職員の方々からのご意見をいただきWGでの検討
に生かしたいと考えています｡

「喫煙意見箱」の設置について

喫煙対策WGでは、本郷キャンパス本部棟１階エント
ランスホールに「喫煙意見箱」を設置しました。喫煙に
対する喫煙者・非喫煙者の方々の忌憚のないご意見をぜ
ひお寄せください。また、遠隔地の方は学内便で「環境
安全本部　喫煙意見箱」宛にお送りください。封筒の中
には意見以外は入れないでください。様式は自由、無記
名でお願いします。ただし、電子メールでの投稿はご遠
慮ください。お寄せ頂いたご意見は今後WGで議論する
上で参考にさせていただきますが、個々のご意見への回
答はいたしませんので、ご了承ください。なお、意見箱
の設置は１月末迄を予定しています。

喫煙意見箱はこのあたりにあります
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平成19年度入学者選抜実施に関する事務を処理するた
め、１月１日（月）から３月31日（土）までの間、入試
実施委員会のもとに、入試事務室が設置されることとな
った。
入試事務室は、学生部副部長兼入試課長を室長に、室

長代理、室長補佐及び室員若干名をもって構成される。
室員は、入試課職員のほか、総務部、人事部、財務部、

施設部、学生部、研究協力部等から派遣される事務職員
で、およそ３ヶ月にわたり、入学試験に関する業務にあ
たる。

平成19年度大学入試センター試験の東京地区での割当
数が、73,641人に決まり、このうち本学が分担する志願
者数は10,885人に確定した。
なお、平成19年度は、本郷試験場及び教養学部試験場

の他、都立高等学校１校・私立高等学校４校の計５校を
借用して実施することになった。
各試験場ごとの割当数及び担当学部は、次のとおりで

ある。

今年度の留学生見学旅行は「上州・軽井沢　だるまの
旅」と銘うって、10月26日（木）・27日（金）の両日、
６ヵ国19名の院生、研究生、研究員、教職員が参加して
実施された。

26日（木）は最初に高崎のキリンビール（株）医薬カ
ンパニー医薬探索研究所を訪れた。医薬カンパニーの概
要ビデオを見、そのあと研究に関する興味深い講義を受
けた。一日違いで特許競争に勝ったことなど、実際の研
究生活の厳しさを垣間見ることができた。次いで立食形
式で研究員の方々と懇親会を持った。食べながら研究の
こと、私生活のことなど話題は尽きなかったようだ。懇
親会のあとは二つの班に分かれ、研究所内を見学した。
次に向かったのは「高崎だるま絵付け体験」の大門屋。

高崎だるまの特徴は、眉は鶴、髭は亀を意匠していると
のこと。その眉と髭を自分で描く。描いただるまは各自
のお土産となった。参加者全員が寄せ書きをした白いだ
るまは、事故入院で参加できなかった国際交流室の菊池
先生へのお土産である。

留学生見学旅行
「上州・軽井沢　だるまの旅」

大学院薬学系研究科・薬学部

入試事務室の設置

学生部

平成19年度大学入試センター試験の
本学割当数決まる

学生部

試　験　場　名 志願者数 担当学部
法 学 部 985 法 学 部

東京大学
経済学部 540 経済学部

1 工 学 部 1,160 工 学 部
本郷試験場

そ の 他 8 薬 学 部
小　　計 2,693

2
東京大学教養学

3,150 教養学部
部試験場

3
都立白Ô高等学

720 教育学部
校試験場

4
私立富士見丘高

1,121 医 学 部
等学校試験場

5
私立海城高等学

1,126 文 学 部
校試験場

6
私立東京女学館

1,040 理 学 部
高等学校試験場

7
私立開成高等学

1,035 農 学 部
校試験場
合　　　　　計 10,885

だるまの絵付け。筆が粗悪品で・・・

お土産のだるまを持って
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泊まりは草津温泉ホテルヴィレッジ。温泉とバイキン
グの夕食を楽しんだあとは、職員の部屋で二次会。日本
の文化、「鬼」や「富士山」の話で盛り上がっていたが、
22時にはお開き。二次会がこんなに早くお開きになった
のは・・・。

27日（金）は朝６時半に玄関集合、「熱の湯」の湯も
みショー見学のためである。草津独特の時間湯の説明や
湯もみ唄など実演を楽しみ、そのあとは湯畑付近を散策
してホテルに戻った。
バイキングの朝食後、９時過ぎにホテルを出発。西の

河原公園を散策する。草津温泉を世界に紹介したのは東
京医学校のお雇い外国人ベルツ博士である。医学図書館
の北東側にベルツ・スクリバ博士の銅像があるが、戦争
中供出されることになり、セメント像を作成した。そこ
で戦争が終わり、そのセメント像は草津町の要請で西の
河原公園に設置された。現在セメント像はベルツ記念館
にあり、それを基に作成した石像が公園にある。博士が
本学に在職していた頃、薬学部は医学校制薬学科であり、
縁がないわけではない。そこでその前で記念撮影。
日本のポンペイ、嬬恋の鎌原遺跡で自然の驚異を学び、

鬼押し出しの溶岩と浅間山を車窓で愛でながら軽井沢
へ。旧軽銀座を散策し、買い物を楽しんだ。
遅い昼食は「峠の釜飯」。そして最後は「碓氷峠鉄道

文化むら」。めずらしい車輌や、アプト式、機関車の運
転体験、ミニSL乗車など楽しいひと時を過ごした。
薬学部には18時無事帰着。日頃研究室に閉じこもり、

他の教室の人となかなか話す機会が少ない毎日だが、教
室も国籍も身分も越えた有意義な二日間だった。

平成19（2007）年度大学院法学政治学研究科修士課程
（Ａ選抜・Ｃ選抜）の入学試験は、８月30日（水）～８
月31日（木）に筆記試験が、10月２日（月）～10月４日
（水）に口述試験がそれぞれ行われ、10月27日（金）に
合格者（入学許可内定者）が発表された。
なお、志願者数、受験者数及び合格者数は以下のとお

りである。

ベルツ・スクリバ博士の前で

平成19（2007）年度
大学院法学政治学研究科修士課程
入学試験について

大学院法学政治学研究科・法学部

選抜の種類 Ａ Ｃ 計

本学出身者 19 ２ 21

他大学出身者 61 34 95

計 80 36 116

本学出身者 15 ２ 17

他大学出身者 48 29 77

計 63 31 94

本学出身者 ６ １ ７

他大学出身者 ２ 14 16

計 ８ 15 23

志
願
者
数

受
験
者
数

合
格
者
数

Ａ：筆記試験（外国語１科目、専門科目２科目）、口述試験、
学業成績により選抜。

Ｂ：司法試験合格者を対象とする。筆記試験（外国語１科目）、
口述試験、小論文、学業成績により選抜。
合格発表は12月25日（月）

Ｃ：外国人特別選抜。筆記試験（外国語１科目、専門科目１
科目）、口述試験、学業成績等により選抜。
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今年度予定していた学内の牧場での学生実習は、10月
下旬にほぼ終了した。これから来春までは、岩間地区
（現在は、笠間市）特有の本格的な冬を迎えることにな
るが、最近当牧場で行ったホットな行事について、一部
紹介する。
牧場では、文部科学省が公募している「現代的教育ニ

ーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）」のなかで申請し
た「畜産物の安全安心を保障する人材の育成教育－首都
近郊集約型畜産の振興地区茨城中央部における実践教
育－」というテーマが、今年度から３年に亘り採択され

た。
そのテーマの一環で、

10月28日（土）に牧場公
開デーを行ない、写生大
会や動物ふれあい広場、
市民公開セミナー、朝搾
りたてのミルクの試飲な
ど多くのイベントを企画

した。当日は、岩間地区周辺では茨城県農業総合センタ
ーの収穫祭やＪＡ企画のイベントなどが多数開催された
にもかかわらず、澄み渡った秋晴れのもと多くの方が訪
れ、牧場ならではの雰囲気に満悦した様子で、次回に向
けた開催の手応えを感じとった次第である。

11月17日（金）は、茨城県内にある養護学校高等部の
教員12名と生徒11名が、『校外で学習先の職員や友人・
教師と関わることによる社会性の向上、乗馬体験などの
動物とのふれあいを通して心身の解放を図る』ことを目
的に校外学習に来られた。
まず、講義室で眞鍋教授の概要説明と生徒代表の挨拶

でスタートを切り、乗馬と牧場内見学及びヤギの世話で
午前と午後の２班に分かれた。学校も生徒自身も、初の
試みであり、乗馬をする人、順番を待つ人とも満遍なく
笑みがこぼれ、また、ヤギ舎においても同様な光景が見
られた。

11月21日（火）及び22日（水）は、笠間市立岩間中学
校第２学年に在籍する生徒169名のうち８名が職場体験
学習に来られた。
旗印は、「生徒一人一人が心豊かで

たくましく生きる力」をモットーに、
今回は「働く」ことを中心とした体験
活動を実践することである。そのため、
第１歩は生徒自らが牧場職員らとの事
前打ち合せによるプラン作成から始ま
った。

両日ともに好天に恵まれ、生徒達は、ウシ、ウマ、ヤ
ギ、ブタの各畜舎で、搾乳や飼養業務に孤軍奮闘し汗を

流した。体験先は、人気
スポットのショッピング
モールを初めとし消防署
など多岐に亘っていたが、
あえて３Ｋに分類される
牧場体験をして頂いた諸
兄・諸姉に、感謝の意を
表したい。

今後も、こういった企画を積極的に受け入れ、より緑
豊かな牧場の活性化と地域貢献をめざしていきたい。

最後に、11月15日（水）は、岩間消防署署員の立会の
もと、消防訓練を実施した。想定は、研究実験棟１階学
生実験室においてガスバーナーを使った実験中にアルコ
ールに引火し、火災と併せ学生１名が火傷を負ったとい
うもの。消防署員が監視するなか、思うように事は進ま
ず、沢山の辛口を頂いた。次回に向けて反省。その後、
初期消火と応急手当をご指導頂き、改めて訓練の必要性
を痛感した。

附属牧場では牧場公開デーなど
秋の行事が盛り沢山

大学院農学生命科学研究科・農学部

乗馬体験

ふれあい広場 写生大会小学生の部で金賞受賞

事前打合せの様子

授乳業務体験

初期消火訓練 心肺蘇生法訓練



産業機械工学専攻の鎌田教授がプロジェクトリーダー
を務める経済産業省・NEDOの「障害者等ITバリアフ
リープロジェクト」の実験が、11月６日（月）～21日
（火）の間、工学部２号館で実施された。このプロジェ
クトは、視覚障害者等の移動困難者の安心安全な移動を
実現するための誘導案内システムを開発し、その案内方
法の標準化をはかることを目指して、平成15～18年度に
実施されているもので、昨年度の愛･地球博での実証実
験のフォローアップの位置づけで、本学内で追加・確認
実験が行われた。
実験のためのインフラ設置に関しては、バリアフリー

支援室に検証実験をしてもらい、視覚障害者が旧館入口
からエレベータまでアクセスできるような誘導ブロック
の敷設を行ったほか、支援室の全盲のスタッフが被験者
の一人となって実験に参画した。今回の実験では30名の
視覚障害者により、開発した統合端末の使い勝手、イン
フラ設置位置・案内方法の適切さの検証を行った。実験
の結果を踏まえて、JISやISOの標準原案の作成作業を
行っていく予定である。
松本工学系研究科長も実験の体験デモに加わり、「視

覚障害者の移動がこんなに大変だということをあらため
て感じ、このような支援機器の研究開発・早期の導入普
及が望まれる」とコメントした。情報学環の坂村教授が
プロジェクトリーダーを務める国土交通省の自律移動支
援プロジェクトも各地で実証実験中であり、これらプロ
ジェクトが連携をはかって実用化が進むことが望まれ
る。
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工学部２号館でバリアフリー実験を
実施

大学院工学系研究科・工学部

11月10日（金）から15日（水）まで、中国湖北省の武
漢において、第三回東アジア史料研究編纂機関国際学術
会議が開催された。本会議は、日本・韓国・中国の史料
研究編纂機関が、東アジア地域の歴史編纂の伝統と精神
を受け継ぎ、自国の史料の編纂と歴史研究で蓄積された
情報と史料を共有し、近隣地域の歴史と文化に対する相
互理解を深め、学問発展と友好協力の基盤を作ることを
目的として開催されるもので、第一回（韓国・国史編纂
委員会主催）、第二回（日本・史料編纂所主催）に次い
で、中国社会科学院近代史研究所と江漢大学が主催して
行われた（原則として２年に１度の開催）。
今回の総合テーマは、「東アジア諸国の史料資源と開

発利用」である。11月11日（土）、江漢大学で開幕式が
行われ、江漢大学副学長から歓迎の挨拶を受け、代表理
事機関として韓国国史編纂委員会委員長柳永列先生、史
料編纂所保立道久所長、中国社会科学院近代史研究所副
所長虞和平先生らが順に挨拶した。開幕式には、武漢市
副市長も列席され、挨拶を受けた。
会議は、６つのセッションに分かれ、上記三カ国のほ

か台湾からの参加者も含めて21人の報告が行われた。日
本側からは、史料編纂所メンバーのほか本学東洋文化研
究所の平勢隆郎教授、京都大学人文科学研究所金文京所
長、国立公文書館・アジア歴史資料センター牟田昌平氏
などが立った。内容は、史料資源の情報学的な開発利用
の経験、各国の史料編纂のあり方、東アジア地域の交流
史研究などで、活発な討論が行われた。

11月12日（日）の閉幕式においては、虞先生、柳先生、
保立所長が今回の会議をそれぞれの立場から総括し、会
議が成功裡に終了したこと、次回は韓国主催の順である

体験デモ中の松本研究科長

第三回東アジア史料研究編纂機関
国際学術会議開催される

史料編纂所

実験の様子
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こと、今後とも三カ国の歴史関係のアカデミーが友好関
係を発展させていくことなどが表明された。

13日から14日には、三峡ダムや揚子江中流地域の民俗
文化の見学会が行われ、研究者相互の交流を深めた。

11月10日（金）、生産技術研究所（生研）先進モビリ
ティ連携研究センター（ITSセンター）は、千葉実験所
一般公開に併せ、「ITS実験用交通信号機」設置を祝う
点灯式を行った。
これは、千葉実験所（千葉市稲毛区）構内に、産官学

連携によるITSの実践的研究への利用を目的とした実験
用交通信号機を設置したことによるものである。
来賓として西尾茂文副学長をはじめ、藤田隆文産学連

携本部長、横井秀俊国際・産学共同研究センター（CCR）
長、Ching-Yao CHAN CCR客員教授・U.C.Berkely

PATH研究員、田中敏久CCR客員教授・株式会社トヨタ
マップマスター代表取締役社長を招き、生産技術研究所
からは前田正史所長、魚本健人千葉実験所長、池内克史
ITSセンター長、須田義大千葉実験所管理運営委員長が
出席し、参列者全員によるテープカットと、西尾副学長
によるスイッチ点灯及び前田所長によるくす玉で信号機
の設置と点灯が祝われた。
今回の信号機設置は、現在ITSセンターが整備拡充を

行っている統合交通実験環境「複合現実感交通実験スペ
ース」における実環境での検証実験など、今後の次世代
ITS技術開発のための実験フィールド展開の記念すべき
第一歩となったことは疑いない。

総合研究博物館では、11月13日（月）～16日（木）の
４日間の日程で「学芸員専修コース」を開講しました。
「学芸員専修コース」は、国内の博物館、美術館、資

料館、埋蔵文化財センターといった多様な文化教育研究
施設で学芸員としての業務に従事する専門職員を対象と
し、講義とワークショップを通じて受講生の企画力・技
術力の向上を目指す講座です。
「次世代ミュージアムを構想する―新たな知的価値の

創出にむけて―」をテーマにした今回のコースでは、本
館教員のほか、建築・都市デザインの分野で幅広く活躍
する建築家、特色ある活動を行っている美術館の学芸員
らが講師となり、無限の可能性を秘めるこのテーマに基
づき、それぞれの思い描く次世代ミュージアムを披露し
ました。
本館での講義に続き、後半のワークショップは小石川

分館で行われ、「次世代ミュージアムとはどうあるべき

握手を交わす柳先生、虞先生、保立所長（左から）

参列者全員によるテープカット

点灯スイッチを押す西尾副学長、くす玉を割る前田所長

平成18年度「学芸員専修コース」の
終了

総合研究博物館

「ITS実験用交通信号機」点灯式が
行われる

生産技術研究所
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本シンポジウムでは、テーマを（1）リード化合物の最
適化、（2）臨床開発の国際化と規制緩和、（3）ケミカルバ
イオロジーと医薬化学、（4）アルツハイマー病：分子病
態とその治療、の4つに分け、それぞれのセッションで
国際的に活躍されている著名な研究者からの発表があり
ました。
薬学系研究科は、本研究科が主導するCOEプロジェ

クトの「創薬」の旗頭のもとに、先端的科学の進歩をも
たらすとともに、人類生活の質の向上に大きく貢献しえ
たものと考えております。
最後に、本シンポジウムが多くの参加者を得て成功裏

に終了したのは、本学内外の多数の研究者・学生の積極
的な参加・協力によるものであり、ここに深謝します。

か」という難題に対し、受講生らは複数のグループを形
成してそれぞれの専門性を生かしたアイデアを捻出しデ
ィスカッションを重ね、次世代のミュージアム像を模索
しました。
講座を終えて修了証書を受け取った受講生からは「大

変有意義な研修で、この４日間を通じて得たことを今後
の活動に活かしたい」などの感想が聞かれました。

11月13日（月）、14日（火）の両日、安田講堂におい
て「戦略的創薬科学：創薬標的検証、リード化合物最適
化から臨床開発まで」の主題のもとに、本研究科COE

プログラム（拠点リーダー：薬学系研究科教授　杉山雄
一）の主催した第４回国際シンポジウムが900人を超え
る参加者を迎え、盛会のうちに終了しました。
小宮山総長の挨拶でも述べられたように、本COEプ

ログラム「戦略的創薬科学」は、異なる方向性をもつ
種々の科学分野―低分子薬物の合成にかかわる有機化
学、分子構造を解明する物理化学、疾患メカニズムや薬
効を研究する生物科学など―の統合を見事になしえ、大
きな成功を収めました。本プログラムによりアルツハイ
マー病をはじめとする難病に対する治療薬候補分子が多
数創出されたのみならず、様々な分野の基礎科学に多大
な進展がもたらされました。本シンポジウムは、そのよ
うな薬学研究領域を横断する様々な活動の最先端を伺え
る発表の場となりました。

冒頭、あいさつを行う小宮山総長

西野嘉章本館教授の講義風景

21世紀COEプログラム「戦略的基礎創薬科学」
第４回COE国際シンポジウム
900人の参加を得て盛会に終了！

大学院薬学系研究科・薬学部

各セッションにも多くの参加者が訪れました
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11月14日（火）、高知県立美術館ホールにおいて、生
産技術研究所先進モビリティ連携研究センター（ITSセ
ンター）および高知県ITS推進協議会の主催、国道交通
省国土技術政策総合研究所、国土交通省土佐国道事務所、
高知県、高知工科大学の協賛により、「高知ITSセミナ
ー　～東京大学ITSセミナーシリーズ①～」を開催し
た。
まず第１部として『東大ITSセンターにおける取り組

み』と題し、池内克史センター長をはじめとした当セン
ターのコアメンバー（池内、桑原、須田、田中）により、
パネル形式でセンターにおける次世代ITS研究開発に向
けての様々な取り組みに関する紹介が行われた。

続いて第２部として、畠中秀人国土交通省国土技術政
策総合研究所主任研究官、熊谷靖彦高知工科大学総合研
究所地域ITS社会研究センター教授、松井保幸国土交通
省四国地方整備局土佐国道事務所所長、久保博道高知県
土木部道路課課長ら、各氏による高知県におけるITSへ
の取り組みの紹介が行われ、最後に第３部として講演者
全員によるパネル討論が行われた。パネル討論では中央
と地域におけるITS研究開発の違いに始まり、地域のニ
ーズに密着し、少ない予算でより有効性の高い施策を実
施するための創意工夫に満ちた高知県における取り組み
への高い評価、更にはそうした取り組みを推進するため
に当センターの持つ設備と研究成果をいかに活用するか
といった期待に議論は大いに盛り上がった。

その後、関係者により行われた懇親会や翌日の見学会
でもそのような議論が引き続き行われ、セミナー終了後
ただちに連携研究の企画案が作成されたように、本セミ
ナーは地域ITSを担う人材育成といった目的と同時に、
このようなイベントを通じて地域との緊密な連携を産み
出す非常に有効な機会となることが改めて確認された。
今回、副題を「東京大学ITSセミナーシリーズ①」と

したように、当センターは今後もこのような企画を継続
的に実施し、「地域のITS人材の育成」「地域密着型ITS

の展開」そして「地域における産官学連携によるITSビ
ジネスの創出」を目指して地域のニーズに即したITS普
及促進のために貢献したいと考えている。

総合文化研究科・教養学部では11月18日（土）・19日
（日）の両日、留学生39名と引率者３名、総勢42名で留
学生見学旅行を西伊豆にて実施した。
天気が心配される中、初日はなんとか持ちこたえるこ

とが出来、途中の東名高速道路から雪をいただいた富士
山を眺め、最初の見学地、静岡県の沼津御用邸記念公園
に向かった。園内の菊を鑑賞後、宇佐美に立ち寄り、ミ
カン狩りを楽しんだ。初体験の留学生も多く、この秋の
収穫に皆で舌鼓をうった。
その夜は伊豆長岡に宿泊し、夕食後の懇談会では自己

紹介や隠し芸で盛り上がり、この旅行のもう一つの目的
でもある親睦を通じての相互理解を大いに深めた。
翌日はあいにくの雨となってしまったが、土肥金山に

て、江戸時代の金の採掘現場の様子を見学、その後は一
攫千金「砂金採り」に真剣に取り組んだ。制限時間30分
を遥かに超過した甲斐もあり、砂金を13個採った猛者も
あり、母国へのみやげが出来たと歓声もあがった。

ITSセンターコアメンバー

講演者全員によるパネル討論

「高知ITSセミナー
～東京大学ITSセミナーシリーズ①
～」開催される

生産技術研究所

留学生見学旅行を実施

大学院総合文化研究科・教養学部
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11月18日（土）と19日（日）の二日間にわたって第６
回目となる東洋文化研究所公開講座が開催された。本講
座は、研究所が長年蓄えてきた知的ストックをもとにし
て多くの方々にアジアを深く知る機会を提供することを
目的にしている。

今年度は、「アジアの暦」と題し、アジア各地域の暦
の歴史、そして暦と人々の生活とのかかわりなどについ
て、４名の講師が講義を行った。例年どおり多くの聴衆
者を得て、活発な質疑がなされた。各講義の講師とタイ
トルは以下のとおりである。

第１日目　11月18日（土）13:00～16:30

「古代星図の謎の暦日」
講師　平勢　隆郎（東アジア第一研究部門教授）

「暦と祭りから見たイラン社会」
講師　森本　一夫（西アジア研究部門助教授）

第２日目　11月19日（日） 13:00～16:30

「ミャンマー（ビルマ）の農事暦と農村経済」
講師　高橋　昭雄（南アジア研究部門教授）

「たくさんの暦のある村～ネパール、ビャンスの時間と
生活」
講師　名和　克郎（汎アジア研究部門助教授）

その後、西伊豆の戸田に向けカーブ続きの山越えをし、
本学の保健体育寮である戸田寮に向かった。施設見学や
御浜海岸の散策を行った後、最後の目的地である修善
寺・虹の郷へ向かった。広々とした敷地内、秋雨に濡れ
た楓の錦色の紅葉は息を呑むばかりの美しさだった。晩
秋の光の中、伝統的な日本庭園の探索を楽しんだ。
ここより帰途につき、渋滞による多少の遅れはあった

ものの全員元気に駒場に帰着し、数々の思い出を残し、
見学旅行は無事終了した。
学部１年生から博士課程の学生まで、年齢も国籍もさ

まざまな学生たちが、西伊豆の美しく色づいた木々や海
岸に憩いながら交流でき、非常に有意義な２日間となっ
た。

沼津御用邸記念公園にて

宇佐美でのミカン狩り

第６回東洋文化研究所公開講座
「アジアを知れば世界が見える－アジ
アの暦」

東洋文化研究所

講義の様子
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11月21日（火）14時から約１時間半にわたり、図書館
団地（附属図書館、大学院教育学研究科・教育学部、社
会科学研究所、大学院情報学環、史料編纂所、大学院法
学政治学研究科附属近代日本法政史料センター）におけ
る総合防災訓練が、武藤芳照総監督（大学院教育学研究
科総合教育科学専攻長）のもとで、本郷消防署並びに文
京区役所の協力を得て実施された。
当日は、教育学部１階職員休憩室で火災が発生し，避

難の際に負傷者が出たとの想定で、教育学部自衛消防隊
を組織し、消防署への通報、初期消火活動、授業中の学
生の避難誘導及び負傷者の搬送をする訓練を行った。火
災の立体モデル、車椅子、消防隊の腕章等をあらかじめ
用意し、より臨場感を持たせる工夫を行った。
その後、本郷消防署の指導による消火器による消火実

技訓練及びAED（自動体外式除細動器）を使用した応
急救護訓練、文京区役所の指導による「起震車」「煙体
験ハウス」による地震、火災体験訓練を行い、参加者は
説明に真剣に耳を傾けていた。通りすがりの他部局の留
学生も起震車等の訓練に急遽参加する光景も見られた。
環境安全本部小山富士雄副本部長及び吉野正巳学生部

長らが視察する中で、約100名の教職員、学生が積極的
に訓練に参加し、実地体験できたことは意義深いことで
ある。
最後に、本郷消防署関達夫予防課長から「避難する際

には、延焼防止のため必ず部屋の扉を閉めて避難するよ
うにしてほしい」との講評、小山副本部長から「防災に
ついての心構え」についての挨拶および武藤総監督から
訓練協力への御礼の挨拶があり、訓練は無事に終了した。

消火器による消火実技訓練

図書館団地総合防災訓練開催される
（主催：大学院教育学研究科・教育学
部）

大学院教育学研究科・教育学部

AEDを使用した応急救護訓練

外国人留学生見学旅行を実施

大学院人文社会系研究科・文学部

11月23日（木）・24日（金）の両日、恒例の外国人留
学生見学旅行を実施した。参加者は、留学生36人、引率
の教職員等９人の合計45人。
８時半過ぎに東大本郷の赤門裏からバスで出発。初日

から秋晴れの好天に恵まれ、絶好の旅行日和となった。
車中から紅葉を楽しみ、途中、野生の日本猿に出くわす
ハプニング。バスに揺られて約４時間、ようやく到着し
た福島県下郷町の『塔のへつり』を目の前に遅い昼食を
済ませ、留学生旅行の最大の目的である『大内宿』に移
動。山間にひっそりとたたずむ村、下野街道『大内宿』
は、江戸時代の宿場を今に残す、全国でも数少ない、国
重要伝統的建造物群保存地区である。各々が赴くままに
集落を散策し、江戸時代にしばしタイムスリップ。その
後、宿泊地である会津東山温泉に到着し、夕食を兼ねた
懇親会を行った。和やかな雰囲気の中、参加者相互の親
睦を深め、福島県民謡である会津磐梯山、さらには踊り
も飛び出すなど、楽しい時を過ごした。

塔のへつりにて
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翌日も寒風が吹く中ではあったが好天に恵まれ、戊辰
戦争で悲劇の舞台となった『飯盛山』、『戸ノ口堰洞穴』、
『螺堂』、『白虎隊記念館』と『鶴ヶ城天守閣』を見学。
昼食後、北は磐梯山、南は猪苗代湖の美しい水面、さら
には湖周辺の田畑に飛来し羽を休めている白鳥の群れを
眺めながら、最後の見学地である『野口英世記念館』と
『会津民俗館』に到着。野口英世博士の生家、数々の功
績等と300年前の中流農民の民家や民具等を見学し、15

時過ぎに帰路についた。バスは予定どおり７時前に本郷
構内に到着。こうして今年の見学旅行は、日本の地方都
市の歴史と文化、美しい自然を実感しながら、留学生同
士の触れ合いなど、参加者に多くの思い出を残し無事終
了した。

「知って、備える」をテーマに、11月24日（金）、地
震研究所は、一般公開・公開講義を開催した。平日にも
かかわらず、新棟披露を兼ねた１号館の一般公開には約
400名、安田講堂で開かれた公開講義には約500名の方々
が来場し、最新の地震学・火山学に関する展示や講義を
堪能した。
公開講義の前半は、「知って」に対応したもので、山

岡耕春教授が、『映画「日本沈没」に見る地球科学30年
の進歩』について講演。この夏公開された「日本沈没」
の科学監修を担当した同教授は、日本が沈むという極端
なシナリオの下で映画に科学的な正確さを与えるための
苦労話を紹介しつつ、最新の地球科学の成果をやさしく
語った。講義の後半は、「備える」に対応したもので、
昨今社会的にも関心の高い『建築構造物の耐震性能と耐
震補強』について、第一人者である壁谷澤寿海教授が、
学問的な背景を踏まえて解説した。兵庫県三木市にある
世界最大の振動台（防災科学技術研究所）を用いた実物
大の建物破壊実験の話は、会場の耳目を集めていた。

本郷キャンパス最北端にある地震研究所１号館の一般
公開では、建物を支える地下の免震構造の見学、地震研
究所が進めるプロジェクトの紹介の他、院生が中心とな
って企画した実験展示等を行った。中でも、空気圧で水
槽の底を上下させ、津波の押し・引き波を再現できる津
波発生装置、浅間山火山観測所の小山悦郎職員が40年間
撮り貯めてきた火山の写真展が人気を集めていた。
地震研究所の一般公開・公開講義は、研究成果を広く

社会・地域に知って頂くため1992年より毎年開催してお
り、今年で15回目となる。例年夏に実施しているが、今
年は１号館の竣工や旧本館の耐震工事の関係もあり、11

月の開催となった。夏休みではなかったことから、例年
より若い世代の参加者は少なかったが、それでも授業が
終わって駆けつけた生徒さんもおられ、会場は老若男女
でにぎわった。
なお、一般公開で展示したもののうち、津波発生装置

や「日本沈没で田所博士がなめた石」等は常設展示して
おり、いつでも見ることができる。

第15回一般公開・公開講義を開催

地震研究所

地震研究所１号館の一般公開

安田講堂で開かれた公開講義

鶴ヶ城にて
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中藤靖之技術職員が文化庁長官表彰
を受ける

史料編纂所

11月30日（木）、史料編纂所史料保存技術室の中藤靖
之技術職員が長年にわたる史料修復業務における功績に
より、文化庁長官表彰を受けた。これは長年の文化活動
により顕著な業績を挙げた芸術家・文化人等に対して文
化庁長官が表彰するものであり、今回、他に大山のぶ代
氏らも表彰された。

史料編纂所史料保存技術室は、影写室・模写室・写真
室・修復室という四つの室を擁する日本で唯一の歴史
学・史料学に関係する総合的技術組織であるが、各室は
史料の原秩序を尊重し、安全で細心な史料原本の取扱を
行うことを必須としており、その中でも修復室は基礎を
支える室として位置づけられている。また史料編纂所の
ような歴史学の研究所にとっては、史料原本を上記のよ
うな原則にもとづいて取り扱う上で、専門的な技術をも
った修復室技術職員の存在は大きな意味をもっている。
中藤技術職員は昭和41年以来勤続四十年で、これまで

に蓄積された技術・知識や実施された修復事業のレベル
はきわめて高く、研究者と共同しつつ、影写・模写・写
真などの他の分野の技術職員とともに修復技術を伝習・
公開・蓄積する点で大きな役割を果たされてきた。長い
間、先人たちによって守り伝えられてきた技術・知識の
習得に努められる一方、関連各方面から最新の情報を得
て業務に活かす努力も続けられ、独自に考案・製作され
た用具や手法を数多く業務に取り入れてこられた。
さらに、それらの技術や知識を集大成された著書『古

文書の補修と取り扱い』（神奈川大学日本常民文化研究
所監修、平成10年、雄山閣出版）を上梓された。これは、
史料修復に直接従事する者が著わした数少ない著書のひ
とつであり、国内外の史料保存関係者から高い評価を受
けている。教育活動にも度々従事され、本学内では史料

中藤技術職員（右）と保立所長

執務中の中藤技術職員

編纂所主催史料学セミナーや東京大学附属図書館職員研
修における「原本の取り扱いと保存」などの講師を務め
られ、学外では大正大学・日本女子大学などで文化財保
存等の講義・実習を担当されている。また、神奈川大学
日本常民文化研究所などで修復技術を指導され、史料保
存対策の促進にも貢献されている。
数多くの史料修復作業を通じて原本史料修復の重要性

を周囲に認識させるとともに、関係諸団体・機関に出向
いて積極的に自らの技量水準を高め、その成果を著書や
実地教育を通じて大学教育・社会教育に反映させてこら
れた功績は極めて大きい。
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動物慰霊祭

大学院農学生命科学研究科・農学部

12月１日（金）11時から弥生キャンパス内にて、平成
18年度動物慰霊祭が執り行われた。農学生命科学研究科
では数多くの動物が実験・研究用として供され、生命科
学の発展に大きく寄与している。
当日は熊谷獣医学専攻長の挨拶に引き続き、参列者が

動物の霊に思いをいたし献花を行った。12月とは思えぬ
穏やかな天候のもと、学生を中心に200名を超える参列
者であった。

12月１日（金）教育学部附属中等教育学校において、
濱田純一副学長特別授業「メディアと法」が行われた。
約60名の生徒、保護者、教職員が熱心に聴講した。
まず、濱田先生の自己紹介から始まった。現在の所属

する「大学院情報学環」について説明があり、「たこつ
ぼ」型の研究から領域をまたがる「学際」的な研究へと
変化していることが話された。
次に、今日のテーマである、メディアや法を主体的に

「使いこなす」ことと、そのためにその仕組みを知るこ
とが提示された。
メディアと法の研究の柱は、①メディアの自由と法に

よる規制のバランスとそのテクニック、②メディアが社
会でうまく利用されていくための仕組み、の２つである。
①の事例として、表現の自由と個人の名誉を天秤にかけ、
バランスをとることが重要であり、「公共利害」「公益目
的」「真実性」といったことがポイントになる。無限に
ある個々のケースに対応するには基準をつくるなどルー
ルの一般化が構築されないといけないと述べられた。②

の事例として放送制度を取り上げ、テレビ放送では放送
コードがあり、公共良俗・政治的公平が求められるが、
新聞では政治的公平に規制がないことが説明された。
さらに、「メディアの特性」について言及された。電

話などの通信手段は特定された相手と１対１で行われる
が、テレビなどの放送は不特定多数が受け手となるので、
発信者には免許制が敷かれ、また発信する内容も政治的
公平性が求められる。プル型のインターネットとプッシ
ュ型のテレビ放送の規制の有無について、図を板書され
ながら解説された。しかし、制度的には未解決な点があ
ることを添えられた。
最後に「法の特性」について、最新の最高裁の判決文

を紹介し、取材時の情報源の保護に関しては、諸事情を
比較衡量して決めるべきであることを示された。
生徒からの質問に対しても、わかりやすい説明をされ

た。終わりに、三橋俊夫副校長は、「情報が多いなかで
その選択や、情報を扱う際のモラルが今後の個人の課題
である」と意見を述べた。

海洋研究所では、厚生委員会活動の一環として12月４
日（月）夜、ミジンコ研究家としても有名なジャズミュ
ージシャンである坂田明氏（アルトサックス、クラリネ
ット）を始め、廣木光一氏（ギター）、バカボン鈴木氏
（ベース）をお招きし、所内講堂にてJAZZ in ORI（ORI:

Ocean Research Institute）と題し、ジャズコンサート
を開催した。

慰霊碑に献花する熊谷獣医学専攻長（写真左）

濱田副学長の講義の様子
教育学部附属中等教育学校で濱田純
一副学長の特別授業が行われる

大学院教育学研究科・教育学部

ジャズコンサート開催

海洋研究所
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演奏風景

今回のコンサートのきっかけは、坂田氏がミジンコ研
究を通じて、プランクトンが専門分野である寺崎所長と
は旧知の仲であったことによるものである。初めに
DVDを使った坂田氏のミジンコについてのトークがあ
り、専門的な解説の中にも、ユニークな人生観を交えた
洒脱な語り口が参加者の笑いを誘った。
続いて海洋研の名にふさわしく、海に関わる坂田氏の

オリジナル作品を含む「水母～A good for nothing」、
「Ballad for Taco」等７曲が時には歌も交えながら演奏
された。ステージから奏でられる、時にしみじみと心に
語りかけ、時に魂を揺さぶるようなサウンドに全員が酔
いしれ、充実した時間を共有した。アンコールのイタリ
ア映画「ひまわり」テーマ曲が終了した時には拍手が鳴
り止まず、感動で満ち足りた興奮に会場が包まれた。
会場は大学院生等が若い感性で設営を行い、普段のア

カデミックなイメージの講堂とは思えない雰囲気であっ
た。また、用意した椅子は満席となり、立ち見が出るほ
どの盛況であった。

熱演する坂田氏

教育学部附属中等教育学校の生徒が
税の作文で各賞受賞！

平成18年税についての作文（全国納税貯蓄組合連合
会主催　国税庁他後援）にて、教育学部付属中等教育
学校61回生波多野未佳さん（１年）が、（財）大蔵財
務協会理事長賞を受賞した。また、同じく塚本愛さん
（１年）が、東京国税局管内納税貯蓄組合連合会会長
賞に、そして増子杏さん、吉澤清夏さん（１年）も中
野納税貯蓄組合連合会優秀賞に選ばれた。
波多野さんの賞は、応募総数46万余編の中から選ば

れた30編のうちのひとつである。１年生では、授業で
税に関する内容を学んでいないため、波多野さんは税
金についてインターネット等で自ら調べて書き上げた
という。税金のない国もあるが、資源のない日本では
税金は欠かせないものであるといった内容が、評価さ
れた。
塚本さんは、税金が公共施設等のみならず、予防接

種等といった生きていくために必要なものも対象にさ
れていることについて、自分の視点から考えを述べた
点が評価された。
表彰は全校集会において、大蔵財務協会の堀越理事

長、中野納税貯蓄組合連合会の吉田会長よりそれぞれ
直接手渡された。

（教育学部附属中等教育学校）
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趣旨：

環境安全研究センターでは毎年、環境安全研究センタ
ーシンポジウムを開催しております。このシンポジウム
は主に一般の方々を対象に環境と安全のことに関して、
東京大学内の研究者から研究紹介、事例紹介をしてもら
うことを目的としています。今年は「我々を取り巻く大
気の環境と保全」をテーマとしております。

シンポジウム内容：

近年の目覚しい発展とともに自然環境の汚染がすす
み、さまざまな大気環境問題が引き起こされています。
その形態は、室内におけるシックハウスの問題、都市部
を中心とした光化学スモックの問題や、地球温暖化、オ
ゾン層破壊といったような地球規模の問題とさまざまで
あります。これらは、人間への健康影響、動植物におけ
る生態系への影響、気候の変動影響といった我々の生活
を脅かす問題を引き起こします。我々が抱えている大気
環境問題は、人類の持続的な発展のためには解決してい
かなければならない重大な課題のひとつであり、その問
題解決には、各分野の専門家の連携が必要不可欠であり
ます。
本シンポジウムでは、さまざまな大気環境問題に取り

組んでいる本学５名の専門家が現在の大気の環境と保全
をテーマに研究発表をします。本シンポジウムを通じて、
大気環境の現状と問題の理解を深め、今後の問題解決に
ついての礎としたいと思います。

第16回環境安全研究センターシンポジウム
「我々を取り巻く大気の環境と保全」

環境安全研究センター
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開催日時： 12月26日（火） 13:15～17:55

場　　所： 安田講堂

プログラム：

第１部　13:15～15:20

開会挨拶　　山本　和夫（環境安全研究センター長）
総長講演　　小宮山　宏（東京大学総長）
「空間サイズ別空気環境問題」

－作業環境から地球環境まで－
柳沢　幸雄（新領域創成科学研究科　教授）

「増加するアジアの地表オゾンが植物に及ぼす影響」
小林　和彦（農学生命科学研究科　教授）

第２部　15:40～17:55

「地球温暖化物質を宇宙から監視する」
今須　良一（気候システム研究センター　助教授）

「屋内の空気環境と健康」
－タバコの煙の管理を例に－

大久保　靖司（保健センター　助教授）
「大気環境を支配する化学反応」

戸野倉　賢一（環境安全研究センター　助教授）

参加費： 無料

問い合わせ先：環境安全研究センター
センターシンポジウム係
電話：03-5841-2972

E-mail:sympo@esc.u-tokyo.ac.jp

工学系研究科では、レーザーを用いた極限環境におけ
る基礎研究からレーザーを用いた新材料・新規デバイス
の開発まで、「レーザー」をキーワードに幅広い専門の
研究グループが共同して「レーザーアライアンス」を組
織し、共同研究を行っています。毎年恒例になったシン
ポジウムを、12月26日に行います。今回は、アライアン
スメンバーの発表のみならず、理学系研究科との連携も
視野に入れて、基礎から応用に到る幅広い分野から第一
線の講演者を集めました。年末の慌しい時期ですが、レ
ーザーを核にした幅広い研究に接してアイデアを拡げる
格好の機会ですので、奮ってご参加ください。

日時：12月26日（火）
場所：工学部２号館大講堂
時間：13:30～18:00

プログラム

13:30

開会挨拶：工学系研究科長　松本 洋一郎
委員長挨拶：工学系研究科物理工学専攻　五神 真

13:40 特別講演（各40分、質疑５分、合計45分）
理学系研究科化学専攻　山内 薫

「強光子場科学のフロンティア」
工学系研究科応用化学専攻　平尾 公彦

「理論化学－現状と将来の可能性」

休憩 20分

15:30 講演（各25分、質疑5分、合計30分）
工学系研究科システム量子工学専攻　石川 顕一

「高強度超短パルスレーザーパルス中の原子ダイナ
ミクスのシミュレーション」

理学系研究科物理学専攻　島野 亮
「THz時間領域分光法-固体分光の視点から」

量子相エレクトロニクス研究センター　染谷 隆夫
「大面積エレクトロニクス」

先端科学技術研究センター　中野 義昭
「全光ネットワーク実現に向けた半導体光デバイス
開発」

17:30

閉会挨拶：工学系研究科化学システム工学専攻 越 光男

終了後、懇親会

問い合わせ先：

杉山正和 sugiyama@ee.t.u-tokyo.ac.jp

中村美雄 yoshio@sogo.t.u-tokyo.ac.jp

電話 03-5841-76732006レーザーアライアンス　シンポジウム

大学院工学系研究科・工学部
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日程：2007年１月27日（土）、28日（日）
場所：六本木アカデミーヒルズ49 オーディトリウム
（http://www.academyhills.com/information/map/）

参加料は無料です。
参加登録は下記の問い合わせ先にご連絡下さい。
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

第１部　27日（土）9:30～

「国家と社会関係をめぐる法システムの再編成」

イントロダクション：
ボーダレス化時代における法システムの課題

渡辺浩（東京大学教授）

第１部　国家と社会関係をめぐる法システムの再編成
（１）研究チームからの論点提示
法形成・実施における団体の役割

江頭憲治郎（東京大学教授）
国家社会関係の変容と税制の再編成

増井良啓（東京大学教授）
社会保障における国家と市場

岩村正彦（東京大学教授）
国家任務遂行における公私の融合

碓井光明（東京大学教授）

（２）現場からの応答（実務法曹関係者・行政関係者）
柴崎澄哉（東京大学公共政策大学院教授）

未定（地方公共団体関係者）

（３）総合討論
※第１部の講演者は変更になる場合があります。

第２部　27日（土）14:00～

「国際関係をめぐる法システムの再編成」

（１）研究チームからの論点提示
国際法における「境界」 中谷和弘（東京大学教授）
国家の解体・統合と国籍・市民権問題

塩川伸明（東京大学教授）
不法行為法から見た在日外国人

大村敦志（東京大学教授）
リベラル・デモクラシーの行方－レオ・シュトラウスの
政治思想によせて 長谷部恭男（東京大学教授）

東洋文化研究所では、昨年度に引き続き古籍の保存に
関する講演会を開催します。今年は漢籍の本場中国国家
図書館の資料保全の状況や資料の宿敵カビの対応法につ
いてお話をうかがいます。また、学内での資料保存の取
り組みについてもご紹介します。

開催日：2007年１月23日（火）
場　所：工学部２号館大講堂（213号室）
内　容：

10:30～10:40 開会挨拶
関本　照夫（東洋文化研究所長）

10:40～12:00 事例報告
東洋文化研究所所蔵漢籍・中国書の劣化調査と補修

木部　徹（有限会社資料保存器材）
アジア近現代資料の保存と利用
－東京大学経済学部資料室の取り組み

小島　浩之（経済学部図書館資料室助手）

13:30～16:30 講演
中国古籍の保全と修復

周　崇潤（中国国家図書館善本部図書保護係長）
通訳：橋本　秀美　（北京大学歴史系副教授）

書籍・資料のカビとその対策
木川　りか
（東京文化財研究所保存科学部主任研究官）

16:45～17:15 総合討論

申込：

氏名・所属を明記し、東洋文化研究所図書室宛（lib-

info@ioc.u-tokyo.ac.jp）に、2007年１月19日（金）必着
でお申し込みください。

詳細についてはホームページをご覧ください。
http://institute.ioc.u-tokyo.ac.jp/̃library/

公開シンポジウム
「ボーダレス化時代における法システムの融解と再構築－現場との対話」

大学院法学政治学研究科・法学部

シンポジウム「第２回アジア古籍保全講演会」

東洋文化研究所
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（２）実務の観点からの応答
パレスチナ問題と国際法 茂田宏（元イスラエル大使）
東アジア諸国との経済連携協定の構築とその地域統合促
進への基盤形成効果

宮川眞喜雄（日本国際問題研究所所長）

（３）総合討論

第３部　28日（日）9:30～

「科学技術発展と法システムの再編成」

（１）研究チームからの論点提示
科学技術発展と法の課題－歴史的視座から

西川洋一（東京大学教授）
科学技術発展と刑事法 高山佳奈子（京都大学教授）
知識創造と法システム 山本隆司（東京大学教授）
科学技術と法システムの組織的基盤

城山英明（東京大学教授）

（２）現場からの応答
米本昌平（科学技術弁明研究所所長）

中尾政之（東京大学大学院　工学系研究科教授）
大島啓太郎（国土交通省国土交通政策研究所副所長）

中村幸一郎（経済産業省原子力・安全保安院
原子力安全技術基盤課長）

（３）総合討論

申込方法：

①お名前（ふりがな）、②勤務先、学校名、③ご連絡先
メールアドレスまたはFAX番号、④どの部（第1部～第
3部）の参加を希望するか（※）、を明記のうえ、

大学院法学政治学研究科学術創成プロジェクト事務局宛
にメール（legalsys@j.u-tokyo.ac.jp）またはFAX（03-

5841-3174・法学部研究室受付）でお申し込みください。
定員（150名）に達し次第、締め切らせていただきます。

※興味のある回のみの参加、全３部連続参加、いずれで
も可能です。

問い合わせ先：

法学部　学術創成プロジェクト「ボーダレス化時代にお
ける法システムの再構築」プロジェクト事務局　吉田
E-mail: legalsys@j.u-tokyo.ac.jp

http://www.j.u-tokyo.ac.jp/legalsys/index.htm

『平成18年度　科学研究費補助金研究成果公開促進費補
助事業』

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、図書館ロビー、生協書籍部、保健セン
ター駒場支所で無料配布しています。バックナンバーも
あります。
第498（12月６日）号の内容は以下のとおりとなって

いますので、ぜひご覧ください。

遠藤泰樹：化学？　の未解決問題―ぼけた星間線の謎
三谷　博：京論壇―東大生と北京大学生の共同研究
鍛治哲郎：「初修外国語」で学ぶこと
松浦寿輝：フラ語とる馬鹿
谷田貝悦男：第２回駒場キャンパス技術発表会開催され

る
江里口良治：2006年度ノーベル物理学賞について
渡邊雄一郎：2006年ノーベル医学生理学賞対象となった

RNA干渉とは
保健センター：東京大学における新型インフルエンザへ

の注意喚起
錦織紳一：〈私のいち押し〉ブルーノート決定盤1500シ

リーズ
中西隆造：〈時に沿って〉駒場時代

山上会館・山上会館龍岡門別館では、下記のとおり休
館とさせていただきます。

記
休館日：12月28日（木）～１月３日（水）

総務部

山上会館・山上会館龍岡門別館の年末年始の
休館について

大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第498（12月６日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―
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学生部

年末年始の体育施設の使用及び受付について

運動会窓口受付業務は12月28日（木）から１月４日（木）まで休止します。
これに伴い、体育施設の使用及び受付は下表のとおり行います。

体育施設名

二食横/農学部
テニスコート

※１

農学部グラウンド

検見川総合運動場

保健体育寮

二食地下プール

御殿下記念館
※２

御殿下グラウンド
※３

使用休止期間

12月28日（木）
～１月４日（木）

12月28日（木）
～１月４日（木）

12月27日（水）
～１月４日（木）

12月23日（土）
～１月４日（木）

12月28日（木）
～１月４日（木）

予　約　受　付

対象期間

１月11日（木）
～１月14日（日）

２月分

受付開始日

１月５日（金）

１月９日（火）

学内者　　　　12月19日（火）
学外者　　　　１月５日（金）

１月５日（金）～

運動部・Ａクラブ優先予約 12月１日（金）
Ｂクラブ第１順予約 １月１日（月）
フリー予約 １月６日（土）

※４

※1 １月５日（金）～１月10日（水）分の予約日は12月21日（木）となります。
※2 12月27日（水）は館内清掃を行うため、15時に閉館となります。
※3 年末年始の鍵の貸し借りは警備室で行います。なお、同期間は専有予約以外の方の利用はできません。
※4 御殿下記念館・グラウンドの予約はオンラインのみです。

問い合わせ先：学生部学生課体育チーム（内線22509～22511）
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東洋文化研究所

閲覧サービス停止のお知らせ

2006年４月より、医学部１号館に臨時閲覧室を開き、
予約制による閲覧サービスを行っておりましたが、研究
所建物の改修工事のため、2007年１月から閲覧に関する
業務を停止いたします。
併せてILLの受付業務も停止いたします
利用者の皆様には重ねて多大なご迷惑をおかけするこ

とになりますが、ご了承くださいますようお願いいたし
ます。

年内閲覧期間：2006年12月21日まで
閲覧停止期間：2007年１月４日から2008年３月予定

（工事完了まで）

なお、最新の状況は本研究所図書室ホームページにて
お知らせいたします。

問い合わせ先

メール：　library@ioc.u-tokyo.ac.jp

電　話：　03－5841－5893（図書室カウンター）

Ⅰ　平成19年度大学入試センター試験及び第２次学力

試験（前期日程）の実施に伴う入構制限等の臨時措置

（本郷関係）について

平成19年度の大学入試センター試験（平成19年１月20

日（土）・21日（日））及び第２次学力試験　前期日程
（平成19年２月25日（日）・26日（月）・27日（火））の
実施のため、次のとおり入構制限等の臨時措置をとるこ
ととする。ただし、２月27日（火）は、法文１・２号館
及び山上会館の建物について、入館制限等の臨時措置を
とることとする。

１．授業の休止

（1）大学入試センター試験

平成19年１月19日（金）・・・試験場準備のため、試
験に使用する教室について、原則として午後の授業は
休止する。

（2）第２次学力試験（前期日程）

平成19年２月23日（金）・・・試験場準備のため、試
験に使用する教室について、原則として午後の授業は
休止する。
平成19年２月26日（月）・・・試験当日のため、授業
は休止する。

２．試験場区域

試験場区域を次のとおり設定する。
（1）本郷区域（本郷地区から本部棟・附属病院・第二食

堂建物・環境安全研究センターを除く区域）
（2）農学部区域（弥生地区から地震研究所・農学部グラ

ウンド・野球場を除く区域）
（3）ただし、大学入試センター試験にあっては、「（1）

本郷区域」のみとし、（1）及び（2）の区域に通じる陸
橋は封鎖する。

３．入構制限等

（1）入構許可
試験当日は、「受験者」、「本学教職員」、「研究のた

めに特に入構を必要とする本学学生･研究生」及び
「特に入構を許可された者」は入構できるが、その他
の者の試験場区域への入構は禁止する。
なお、入・出構の際は、警備担当者の指示に従うこ

と。
また、試験場区域においては、試験の妨げにならな

いよう静粛にすること。

（2）「身分証明書」の提示

入構に際しては、次のとおり「身分証明書等」を提
示するものとする。
①「本学教職員」･･･「身分証明書」
※「入試実施本部関係教職員」は、「入試統一腕章」
を着用する。

②「研究のために特に入構を必要とする本学学生・研
究生」･･･「学生証・研究生証」

③「特に入構を許可された者」･･･「入試特別入構証」
※「入試特別入構証」は、大学入試センター試験用
及び第２次学力試験（前期日程）用の２種類とす
る。

４．試験場区域への入・出構は、次によるものとする。

（1）本郷区域

①「本学教職員」、「研究のために特に入構を必要とす
る本学学生・研究生」及び「特に入構を許可された者」
正門、赤門、弥生門及び薬学部角・理学部１号館と化
学館裏の間・第二食堂前ゲート

学生部

平成19年度入試に伴う臨時措置
（本郷キャンパス）について
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②「受験者」
正門、弥生門及び薬学部角・理学部1号館と化学館裏
の間・第二食堂前ゲート
ただし、大学入試センター試験にあっては、第二食堂
前ゲートは使用できない。
なお、赤門からの入構は、正門の混雑時及び雨天・降
雪時に限り中央実施本部の判断により行う。

（2）農学部区域

①「本学教職員」、「研究のために特に入構を必要とす
る本学学生・研究生」及び「特に入構を許可された
者」
農正門及び南門
②「受験者」
農正門

（3）上記の各門及びゲート以外からの立ち入りを禁止す

る。

なお、龍岡門及び池之端門は平常通りとする。

備　考

１．報道関係者等

「報道関係者等」は、腕章による識別ではなく、広報
委員長の発行する「入試特別入構証」により入構を認
める。
なお、報道関係者等への対応は広報委員会を通じて行
う。

２．その他

（1）試験場区域への車両による入・出構は、原則として
認めないが、やむを得ない事由のある者の入・出構は、
薬学部角ゲート・第二食堂前ゲート及び弥生門・農正
門とする。
但し、オートバイについては、エンジンを切った場合
のみ入・出構を認める。

（2）附属病院の業務は平常通りとなっており、附属病院
の業務に関連して、試験場区域に入構する必要がある
場合には、「教職員」については「身分証明書」、「学
生・研究生」については「学生証・研究生証」、「その
他の者」については「入試特別入構証」を必ず提示す
ること。

Ⅱ　平成19年度第２次学力試験（後期日程）の実施に

伴う入館制限等の臨時措置（本郷構内）について

第２次学力試験　後期日程（平成19年３月13日
（火）・14日（水））の実施のため、次のとおり入館制限
等の臨時措置をとることとする。

１．授業の休止

第２次学力試験（後期日程）
平成19年３月12日（月）･･･試験場準備のため、試験
に使用する教室について、原則として午後の授業は休

止する。
平成19年３月13日（火）｝平成19年３月14日（水）

･･･試験当日のため、授業は休止する。

２．試験場

法文１・２号館、経済学部（経済学研究科棟）、
工学部５・８・14号館及び山上会館

３．入館制限等

試験当日は、試験場を設定した当該建物への「受験者」
及び「入試関係教職員」以外の立ち入りは原則として
禁止する。

４．試験場への入館

「受験者」及び「入試関係教職員」の出入口について
は、各建物の指定された場所とする。

備　考

１．報道関係者

報道関係者の入館及び構内での取材については、広報
委員会を通じて行う。

Ⅲ　平成19年度第２次学力試験合格発表（前期日程）

の実施に伴う車両通行規制の臨時措置

（本郷関係）について

平成19年度の第２次学力試験　前期日程合格発表
（平成19年３月10日（土））の際、受験者等の安全確保
のため、次のとおり通行規制の臨時措置をとることと
する。

１．規制区域

医学部本館前ロータリー～赤門～正門

２．規制時間

11:00～15:00

３．規制車両

自動車及びオートバイ（合格発表関係車両を除く）

４．注意事項

上記２の規制時間帯以外でも、車両での通行の際
は、受験者等の安全確保を第一に考え、通行するこ
と。
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平成19年度の大学入試センター試験（平成19年１月20

日（土）・21日（日））及び第２次学力試験前期日程（平成
19年２月25日（日）・26日（月）の実施のため、次のとおり
入構制限等の臨時措置をとることとする。

１．授業の休止

（1）大学入試センター試験関係

平成19年１月19日（金）･･･試験場準備のため、原則
として午後の授業は休止する。

（2）第２次学力試験（前期日程）関係

駒場キャンパスにおける授業ならびに学期末試験は
終了しているので、この措置はとらない。

２．試験場区域

試験場区域を下図のとおり設定する。入試当日は黄・
黒のロープによって、その境界を明示する。

３．入構制限等

（1）入構許可
試験当日は、「受験者」、「本学教職員」、「研究のた
めに特に入構を必要とする本学学生・研究生」及び
「特に入構を許可された者」は試験場区域へ入構で
きるが、その他の者の入構は禁止する。
なお、試験場区域においては、試験の妨げにならな

いよう静粛にすること。

（2）「身分証明書」の提示
入構に際しては、次のとおり「身分証明書等」を提
示するものとする。

①「本学教職員」･･･「身分証明書」
②「研究のために特に入構を必要とする本学学生･研
究生」･･･「学生証・研究生証」

③「特に入構を許可された者」･･･「入試特別入構証」

（3）受験生の入・退構は、大学入試センター試験及び第
２次学力試験（前期日程）とも、正門のみとする。

（4）入試当日、北門（野球場門）・西門は閉鎖する。裏
門・炊事門・梅林門・坂下門横は閉鎖しないが、学部
関係者以外の者の通行を禁止する。

備　考

１．報道関係者等

報道関係者等は、腕章による識別ではなく、本学広
報委員会の発行する「入試特別入構証」を所持する者
のみ入構を認める（報道関係者の取り扱いは、本学広
報委員会を通じて行う。）。

２．「入試特別入構証」の発行

「入試特別入構証」の発行手続きは、総務課総務係
で行う（報道関係者を除く。）。

３．その他

入試当日、車輌の入構は原則として禁止する。

学生部

平成19年度入試に伴う臨時措置
（駒場関係）について
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人事異動（教員）

発令年月日 氏名 異動内容 旧（現）職等

（採　　用）

18.12.1 田畑　仁 大学院工学系研究科教授 大阪大学産業科学研究所附属産業科学ナノテク

ノロジーセンター教授

18.12.1 安藤　光義 大学院農学生命科学研究科助教授 茨城大学農学部助教授

（昇　　任）

18.11.16 森川　博之 大学院工学系研究科教授 大学院新領域創成科学研究科助教授

18.11.16 金久　博昭 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科助教授

18.11.16 丹野　義彦 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科助教授

18.11.16 豊島　陽子 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科助教授

18.11.16 渡邊雄一郎 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科助教授

18.11.16 木村　伸吾 大学院新領域創成科学研究科教授 大学院新領域創成科学研究科助教授

18.11.16 野口　祐二 先端科学技術研究センター助教授 先端科学技術研究センター講師

18.11.16 矢入　健久 先端科学技術研究センター助教授 先端科学技術研究センター講師

18.12.1 西秋　良宏 総合研究博物館教授 総合研究博物館助教授

18.12.1 粕谷　　誠 大学院経済学研究科教授 大学院経済学研究科助教授

18.12.1 酒井　慎一 地震研究所附属地震地殻変動観測セ 地震研究所附属地震地殻変動観測センター助手

ンター助教授

18.12.1 松田　巌 物性研究所附属軌道放射物性研究施 大学院理学系研究科助手

設助教授

事 務 連 絡

※ 退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。

発令日、部局、職、氏名(五十音)順

学内広報キャラクター　いちょうくん
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
疾患生命工学センター分子病態医科学
E-mail:tm@m.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/

大学院理学系研究科附属ビッグバン宇宙国際研究センター
E-mail：toiawase@resceu.s.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.resceu.s.u-tokyo.ac.jp/WelcomeJ.htm
Fax：03-5841-763

生産技術研究所　総務・広報チーム
TEL: 03（5452）6863、6866
FAX: 03（5452）6071
URL：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/announce/

環境安全研究センターシンポジウム係
E-mail：sympo@esc.u-tokyo.ac.jp
TEL：03-5841-2972 FAX：03-5841-1233
URL:http://www.esc.u-tokyo.ac.jp/etc/sympoH18.html

医学部附属病院
中央診療棟（Ⅱ期）
7階大会議室

理学部1号館2階小柴ホール

生産技術研究所
（駒場リサーチキャンパス）

安田講堂

12月22日（金）
12:00～

12月22日（金）
18:00～

12月22日（金）
18:00～

12月26日（火）
13:15～

第6回 Disease Biology Excellent Lecture Series
“マウスミュータジェネシスプロジェクトと遺伝性難
病モデル”

ビッグバン宇宙国際研究センター公開講演会
宇宙最大のなぞ：ダークエネルギー

第34回生研公開講座イブニングセミナー
「環境のための物質・材料工学最前線」
第10回「サステイナビリティのためのエレクトロニク
ス」

第16回環境安全研究センターシンポジウム
テーマ：「我々を取り巻く大気の環境と保全」
※32ページ参照

生産技術研究所総務課総務・広報チーム
TEL：03-5452-6863、6866 FAX：03-5452-6071
E-mail：koho@iis.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp

大学院薬学系研究科医薬政策学講座
TEL：03-5841-4828 FAX：03-5841-4829
E-mail：takasaki@mol.f.u-tokyo.ac.jp 
URL：http://www.f.u-tokyo.ac.jp/̃utdpm/event/rct.html

東京大学電気系COE支援オフィス
TEL：03-5841-6793
E-mail：coe21@ee.t.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.ee.t.u-tokyo.ac.jp/coe/conf07.html

生産技術研究所内
（財）生産技術研究奨励会　産学連携フォーラム係
FAX：03-5452-6096
E-mail：fpistlo1@iis.u-tokyo.ac.jp

東洋文化研究所図書室
E-mail：lib-info@ioc.u-tokyo.ac.jp
URL：http://institute.ioc.u-tokyo.ac.jp/̃library/

大学院法学政治学研究科附属ビジネスロー・比較法政研
究センター
E-mail：icclpblc@j.u-tokyo.ac.jp
FAX：03-5805-7143
URL：http://www.j.u-tokyo.ac.jp/%7eblc/

法学部　学術創成プロジェクト
「ボーダレス化時代における法システムの再構築」
プロジェクト事務局　吉田
E-mail：legalsys@j.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.j.u-tokyo.ac.jp/legalsys/index.htm

生産技術研究所
（駒場Ⅱリサーチキャンパス）
総合研究実験棟（An棟）
2階コンベンションホール

薬学系研究科
総合研究棟2F講堂

工学部2号館1階213大講堂

駒場リサーチキャンパス
総合研究実験棟（An棟）2階

工学部2号館大講堂（213号室）

法学政治学系総合教育棟
（通称：法科大学院ガラス棟）
101教室

六本木アカデミーヒルズ49 
オーディトリウム

平成19年1月10日（水）
13:00～

平成19年1月12日（金）
13:00～

平成19年1月15日（月）
16日（火）

平成19年1月22日（月）
13:00～

平成19年1月23日（火）
10:30～

平成19年1月27日（土）
13:30～

平成19年1月27日（土）
28日（日）

9:30～

学術講演会「工学が拓く生命科学の新たな地平」

第2回シンポジウム
「学際領域における評価のデザイン：
RCTとシステマティック・レビューの現状」

21世紀COEシンポジウム
「豊かな社会を築くセキュアライフ・エレクトロニク
ス」

産学連携フォーラム2007

東洋文化研究所シンポジウム
「第2回アジア古籍保全講演会」

東京大学法学部連続講演会「高齢化社会と法」
第8回「高齢社会の中の少子化対策」
講師：増田雅暢（内閣府参事官）

大学院法学政治学研究科公開シンポジウム
「ボーダレス化時代における法システムの融解と再構
築－現場との対話」
※34ページ参照

教養学部ドイツ語部会（18号館1116室）幸田薫教授
E-mail: koda@boz.c.u-tokyo.ac.jp
TEL: 03-5454-6346

総合研究博物館
ハローダイヤル: 03-5777-8600
URL: http://www.um.u-tokyo.ac.jp

ミュンヘン、ベルリン

総合研究博物館

平成19年3月7日頃
～25日頃
（変更の可能性あ
り）

11月3日（金･祝）
～平成19年1月28日

（日）
（休館日もありますの
でご確認下さい）

第9回東京大学ドイツ文化・社会研修プログラム

特別展示『東京大学コレクション
―写真家上田義彦のマニエリスム博物誌』展

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

学内広報も次号でリニューアル満１年を迎えます。思えばこのメディアは、１年の間に連載も
増え、特集も毎号掲載されるまでに成長しました。純粋なニュース媒体に雑誌的なテイストを
加えていくという試みが、ある程度、実を結びつつあるのではないでしょうか? メディアが
変貌していくことは時代の要請だとも思えます。賛否両論あるかとは思いますが、変わりゆく
学内広報を今後も暖かい目でお見守りください。（し）

◆ 表紙写真 ◆
夕暮れ時の農学生命科学研究科附属牧場
（14ページに関連記事）
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特集

40 EVENT LIST

41 人事異動

02 「知の還元」の実現に向けて－研究成果の社
会還元を促す「大学発ベンチャー」の作り方－

淡青評論
44 先端研と駒場の「政治学を読み破る」ゼミ

一般ニュース

NEWS

5 学生部
平成18年度（後期）東京大学学術研究活動
等奨励事業（国外）の採択決まる

5 バリアフリー支援室
経済学部学生が施設部保全課環境整備チー
ムの清掃実習に参加

6 学生部
“キャリアキックオフセミナー”開催される

6 地球観測データ統融合連携研究機構
EDITORIA始動　－国家基幹技術「データ
統合・解析システム」キックオフ会議開催
される－

7 学生部
第53回総長杯争奪水上運動会開催される

8 施設部
世田谷区障害者雇用促進協議会から東京大
学へ感謝状が贈呈される

9 人事部
東京大学教職員永年勤続者表彰式行われる

10 研究協力部
東京大学生命科学研究ネットワーク・シンポ
ジウム―東京大学生命科学の未来を拓く―

11 環境安全本部
喫煙対策ワーキンググループ（WG）の発
足と「喫煙意見箱」の設置

12 学生部
入試事務室の設置

12 学生部
平成19年度大学入試センター試験の本学割
当数決まる

コラム
24 噴水　教育学部付属中等教育学校の生徒が

税の作文で各賞受賞！
27 バリアフリーの現場から　第２回
28 さすてなTimes Vol.7
28 調達本部です　第20回
29 Crossroad～産学連携本部だより～Vol.8
30 Flags運動部紹介　No.26
31 龍岡門横丁噺　第９回
31 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第５回
32 コミュニケーションセンターだより　No.27

部局ニュース
12 大学院薬学系研究科・薬学部

留学生見学旅行「上州・軽井沢　だるまの旅」
13 大学院法学政治学研究科・法学部

平成19（2007）年度大学院法学政治学研究
科修士課程入学試験について

14 大学院農学生命科学研究科・農学部
附属牧場では牧場公開デーなど秋の行事が
盛り沢山

15 大学院工学系研究科・工学部
工学部２号館でバリアフリー実験を実施

15 史料編纂所
第三回東アジア史料研究編纂機関国際学術
会議開催される

16 生産技術研究所
「ITS実験用交通信号機」点灯式が行われる

16 総合研究博物館
平成18年度「学芸員専修コース」の終了

17 大学院薬学系研究科・薬学部
21世紀COEプログラム「戦略的基礎創薬科
学」第４回COE国際シンポジウム
900人の参加を得て盛会に終了！

18 生産技術研究所
「高知ITSセミナー～東京大学ITSセミナー
シリーズ①～」開催される

18 大学院総合文化研究科・教養学部
留学生見学旅行を実施

19 東洋文化研究所
第６回東洋文化研究所公開講座「アジアを
知れば世界が見える－アジアの暦」

20 大学院教育学研究科・教育学部
図書館団地総合防災訓練開催される（主
催：大学院教育学研究科・教育学部）

20 大学院人文社会系研究科・文学部
外国人留学生見学旅行を実施

21 地震研究所
第15回一般公開・公開講義を開催

22 史料編纂所
中藤靖之技術職員が文化庁長官表彰を受ける

23 大学院農学生命科学研究科・農学部
動物慰霊祭

23 大学院教育学研究科・教育学部
教育学部附属中等教育学校で濱田純一副学
長の特別授業が行われる

23 海洋研究所
ジャズコンサート開催

25 学生部
平成18年11月１日現在学生数―学部学生
14,387人、大学院学生13,456人、研究生等
828人―

シンポジウム

INFORMATION

32 環境安全研究センター
第16回環境安全研究センターシンポジウム
「我々を取り巻く大気の環境と保全」

33 大学院工学系研究科・工学部
2006レーザーアライアンス　シンポジウム

34 東洋文化研究所
シンポジウム「第２回アジア古籍保全講演会」

34 大学院法学政治学研究科・法学部
公開シンポジウム「ボーダレス化時代における
法システムの融解と再構築－現場との対話」

お知らせ
35 大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第498（12月６日）号の発
行―教員による、学生のための学内新聞―

35 総務部
山上会館・山上会館龍岡門別館の年末年始
の休館について

36 学生部
年末年始の体育施設の使用及び受付について

37 東洋文化研究所
閲覧サービス停止のお知らせ

37 学生部
平成19年度入試に伴う臨時措置（本郷キャ
ンパス）について

39 学生部
平成19年度入試に伴う臨時措置（駒場関係）
について



大学に入りたての駒場の一、二年生むけのゼミを始めてちょうど三年。

「政治学を読み破る」がテーマである。毎週一冊広く政治学に関する本を読

み、Ａ４一枚のペーパーを書き、研究室にメールで送る。ゼミでは全員の

ペーパーが手渡され全員がディスカッションの輪に入る。ひたすらこれを

くり返す単純なやり方だが、学生評価では「大鬼」が定評となる。

集う学生は毎学期十五名前後で規模としては適当なところ。文科各類と

理科一類の学生が交わるので、あたかも異学部交流的となって教師の側も

面白い。古典・準古典・新刊からアトランダムに選び、今のところ重複は

ない。時には映画を見に行かせ、時には「書評演習」を加えて、新聞の書評デスクに来てもらって批評を仰

いだり、時には「ブック・トリップ」と称する本屋めぐりを行ない、春秋二回は合宿で班別対抗の「読み破

り」で覇を競う。コンパはしばしばのこと。

今春初めて卒業生が出た。駒場のゼミだから、三、四年生はOB・OG扱いだが、彼等もちょくちょくゼミ

や研究室に顔を出すから横の広がりと同じく縦のつながりもしっかりと太い幹となった。毎週木曜夕方の先

端研十三号館は、若い学生の出入りでひときわにぎわっている。

ゼミOBの一人が名づけた「駒場の秘境」を、広く文科系の学生に知ってもらうのに、このゼミは意外にも

役立つことになった。「先端研で政治学なんて変だよね」と学生たちはささやきながら、研究室の様々な仕事

をアルバイトとして助けてくれてもいる。

今、一九六〇－七〇年代に研究関心があるので、沢木耕太郎『危機の宰相』や庄司薫『赤頭巾ちゃん気を

つけて』四部作をとりあげた。みんなが興味をもって読み破ったのには、正直いって驚いた。新装復刊の

『狼なんかこわくない』の解説には、わがゼミのエピソードについて触れた。

これが“ゲリラ的”でまさに我流の学生教育体験である。彼等は四年間で確実に化ける。その意味で駒場

での教育の意味は重い。駒場への全力投球を三十数年前、同じく政治学の佐藤誠三郎ゼミで教わった者とし

ての実感である。そうそう、彼等の中から、『先端研二十年史』編集の力強いアシスタントが登場したことも、

まことにうれしい一コマであった。

御厨　貴（先端科学技術研究センター）

先端研と駒場の「政治学を読み破る」ゼミ

No. 1349 2006年12月13日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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